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議案

番号 件　　　　　名 主　管　課

1 山口県教育委員会表彰規則による表彰について（報告承認） 教 育 政 策 課

2
山口県立高等学校全日制課程の通学区域に関する規則の一部を改正する
規則の制定について

高 校 教 育 課

3
山口県立高等学校等の管理に関する規則の一部を改正する規則の制定に
ついて

高 校 教 育 課
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 議 案 第 １ 号 

 

 

 

山口県教育委員会表彰規則による表彰について（報告承認） 

 

  山口県教育委員会表彰規則（昭和６１年山口県教育委員会規則第６号）第２条

の規定に基づき、平成２７年度教育功労者を次のとおり決定したので報告し、承

認を求めます。 

 

 

 

 平成２７年(2015 年)１０月２８日 

 

山口県教育委員会     

教育長 浅原 司   
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永年精勤の部（表彰規則第２条第６号） 
 

所 属 名 職名 氏  名 勤務年数 備  考 

周南市立富田中学校 教諭 古城 利則 ３４年 
平成２７年９月１８日 

早期退職 

防府市立新田小学校 
栄養 

教諭 
藤村 美津子 ２４年 

平成２７年１０月１１日 

死亡退職 
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議 案 第 ２ 号

山口県立高等学校全日制課程の通学区域に関する規則の一部を改正

する規則の制定について

山口県立高等学校全日制課程の通学区域に関する規則の一部を改正する規則を

次のとおり定める。

平成２７年(2015年)１０月２８日

山 口 県 教 育 委 員 会
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定
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
以
後
に
入
学
す
る
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
八
年
三
月
三

十
一
日
に
在
学
し
、
引
き
続
き
在
学
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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る
。別

表
第
一
か
ら
別
表
第
三
ま
で
を
削
る
。

別
記
第
一
号
様
式
（
そ
の
一
）
か
ら
同
様
式
（
そ
の
三
）
ま
で
を
削
り
、
同
様
式
（
そ
の
四
）
中

「
（他

の
都
道
府
県
か
ら
入
学
を
志
願
す
る
場
合

）
」
を
削
り
、
「所
属
学
区
外
高
等
学
校
入
学
志
願

承
認
申
請
書

」
を
「山

口
県
立
高
等
学
校
入
学
志
願
承
認
申
請
書

」
に
、
「所

属
学
区
外
の
高
等
学

校

」
を
「山

口
県
立
高
等
学
校

」
に
改
め
、
同
様
式
（
そ
の
四
）
を
同
様
式
と
す
る
。

別
記
第
二
号
様
式
を
削
る
。

別
記
第
三
号
様
式
中
「者

は
、

内
」
を
「者

は
、
山
口
県
の
区
域
外

」
に
改
め
、
同
様

式
を
別
記
第
二
号
様
式
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
山
口
県
立
高
等
学
校
全
日
制
課
程
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則
の
規

012901
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た
だ
し
書
及
び
同
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
削
る
。

第
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
入
学
志
願
の
特
例
）

第
四
条

特
別
な
事
情
に
よ
り
他
の
都
道
府
県
か
ら
高
等
学
校
に
入
学
を
志
願
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
教
育
長
の
承
認
を
受
け
た
も
の
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
高
等
学

校
に
入
学
を
志
願
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
中
「
所
属
学
区
外
高
等
学
校
入
学
志
願
承
認
申
請
書
」
を
「
山
口
県
立
高
等
学
校
入
学
志
願

承
認
申
請
書
」
に
、
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
従
い
、
当
該
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改

め
、
同
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

証
明
書
（
別
記
第
二
号
様
式
）

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
教
育
長
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
書
類

第
六
条
の
見
出
し
を
「
（
山
口
県
立
高
等
学
校
入
学
志
願
の
承
認
）
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
所
属
学
区
外
高
等
学
校
入
学
志
願
承
認
申
請
書
」
を
「
山
口
県
立
高
等
学
校
入
学
志
願

承
認
申
請
書
」
に
改
め
、
「
（
公
立
中
学
校
以
外
の
中
学
校
及
び
県
外
の
中
学
校
を
除
く
。
）
」
を
削

012901
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山
口
県
立
高
等
学
校
全
日
制
課
程
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
二
十
七
年

月

日

山
口
県
教
育
委
員
会

山
口
県
教
育
委
員
会
規
則
第

号

山
口
県
立
高
等
学
校
全
日
制
課
程
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
立
高
等
学
校
全
日
制
課
程
の
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則

(

昭
和
四
十
五
年
山
口
県
教
育
委
員

会
規
則
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
「
高
等
学
校
」
を
「
こ
の
条
か
ら
第
四
条
ま
で
に
お
い
て
「
高
等
学
校
」
に
改
め
、

「
（
以
下
「
学
区
」
と
い
う
。
）
」
を
削
る
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
通
学
区
域
）

第
二
条

高
等
学
校
の
通
学
区
域
は
、
山
口
県
の
区
域
と
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
学
区
（
以
下
「
所
属
学
区
」
と
い
う
。
）
」
を
「
通
学
区
域
」
に
改
め
、
同
項
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議案第２号 参考資料

山口県立高等学校全日制課程の通学区域に関する規則の一部

を改正する規則の制定について

１ 改正の趣旨

平成２８年度入学者選抜から実施する全日制普通科の通学区域の改善により、全日制

課程の通学区域が県内全域となることに伴い、所要の改正を行うもの。

２ 改正の内容

(１) 山口県立高等学校全日制課程の通学区域は、山口県の区域とする。

(２) 第三条第一項ただし書及び同条第二項から第五項までを削る。

(３) 入学志願の特例及び承認の手続について、他の都道府県から高等学校に入学を志

願する例を除き、従前の通学区域の例を削る。

(４) 別表第一から別表第三までを削る。

(５) 別記第一号様式（その一）から同様式（その三）までを削り、同様式（その四）

中「（他の都道府県から入学を志願する場合）」を削り、所属学区外高等学校入学

志願承認申請書」を「山口県立高等学校入学志願承認申請書」に、「所属学区外の

高等学校」を「山口県立高等学校」に改め、同様式（その四）を同様式とする。

(６) 別記第二号様式を削る。

(７) 別記第三号様式中「者は、 内」を「者は、山口県の区域外」に改め、

同様式を別記第二号様式とする。

３ 施行期日

公布の日から施行する。

４ 経過措置

この規則による改正後の山口県立高等学校全日制課程の通学区域に関する規則の規定

は、平成２８年４月１日以後に入学する者について適用し、平成２８年３月３１日に在

学し、引き続き在学する者については、なお従前の例による。
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議 案 第 ３ 号

山口県立高等学校等の管理に関する規則の一部を改正

する規則の制定について

山口県立高等学校等の管理に関する規則の一部を改正する規則を次のとおり定める。

平成２７年（2015年）１０月２８日

山 口 県 教 育 委 員 会
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機
械
工

３
8
0

学
科

電
気
工

３
7
0

山
口
県
立
下
関
工

下
関
市

本
校

学
科

夜
機
械
科

３
又

40

科
高
等
学
校

は
４

建
設
工

３
4
0

学
科

応
用
化

３
35

学
工
学

科

別
表
の
１
の
表
山
口
県
立
大
津
緑
洋
高
等
学
校
の
項
中
「12

0

」
を
「90

」
に
、
「30

」
を
「25

」
に
改
め
、
同
表
山
口
県
立
奈
古
高
等
学

校
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

普
通
科

３

―

全
日
制
課
程
普
通
科

山
口
県
立
奈
古
高

阿
武
郡
阿
武

本
校

及
び
生
物
資
源
科
学

等
学
校

町
生
物
資

３

―

科
は
、
平
成
28
年
度

源
科
学

か
ら
生
徒
募
集
を
停

科
止
す
る。

別
表
の
２
の
表
山
口
県
立
高
森
み
ど
り
中
学
校
の
項
中
「4

0

」
を
「5

0

」
に
改
め
、
別
表
の
３
の
表
山
口
県
立
下
関
中
等
教
育
学
校
の
項
中

を

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別
表
の
１
の
表
山
口
県
立
豊
浦
高
等
学
校
の
項
中
「20

0

」
を
「18

0

」
に
改
め
、
同
表
山
口
県
立
下
関
南
高
等
学
校
の
項
中
「16

0

」
を

「1
40

」
に
改
め
、
同
表
山
口
県
立
響
高
等
学
校
の
項
中
「80

」
を
「70

」
に
改
め
、
同
表
山
口
県
立
下
関
中
央
工
業
高
等
学
校
の
項
及
び
山

口
県
立
下
関
工
業
高
等
学
校
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。機

械
・

３

―

造
船
科

全
日
制
課
程
機
械
・

造
船
科
、
建
築
科
、

山
口
県
立
下
関
中

下
関

市
本

校
建
築
科

３

―

土
木
科
及
び
化
学
工

央
工
業
高
等
学
校

業
科
は
、
平
成
28
年

土
木
科

３

―

度
か
ら
生
徒
募
集
を

停
止
す
る
。

化
学
工

３

―

業
科

機
械
科

３

―

全
日
制
課
程
機
械

科
、
電
気
科
及
び
電

山
口
県
立
下
関
工

下
関
市

本
校

電
気
科

３

―

夜
機
械
科

３
又

―

子
科
並
び
に
定
時
制

業
高
等
学
校

は
４

課
程
機
械
科
は
、
平

電
子
科

３

―

成
2
8
年
度
か
ら
生
徒

募
集
を
停
止
す
る
。

別
表
の
１
の
表
山
口
県
立
下
関
工
業
高
等
学
校
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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山
口
県
立
高
等
学
校
等
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
七
年

月

日

山

口

県

教

育

委

員

会

山
口
県
教
育
委
員
会
規
則
第

号

山
口
県
立
高
等
学
校
等
の
管
理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
立
高
等
学
校
等
の
管
理
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
口
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
１
の
表
山
口
県
立
岩
国
高
等
学
校
の
項
中

を

に
改
め
、
同
表
山
口
県
立
高
森
高
等
学
校
の
項
中

「1
20

」
を
「10

5

」
に
改
め
、
同
表
山
口
県
立
田
布
施
農
工
高
等
学
校
の
項
中
「4

0

」
を
「3

5

」
に
改
め
、
同
表
山
口
県
立
熊
毛
北
高
等
学
校

の
項
中
「40

」
を
「35

」
に
改
め
、
同
表
山
口
県
立
徳
山
高
等
学
校
の
項
中

を

に
改
め
、
同
表
山
口
県
立
新
南
陽
高
等

学
校
の
項
中
「1

60

」
を
「1

45

」
に
改
め
、
同
表
山
口
県
立
防
府
西
高
等
学
校
の
項
中
「1

40

」
を
「1

60

」
に
改
め
、
同
表
山
口
県
立
西
京
高

等
学
校
の
項
中
「16

0

」
を
「2

00

」
に
改
め
、
同
表
山
口
県
立
小
野
田
工
業
高
等
学
校
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

機
械
科

３
4
0

情
報
科

３
―

全
日
制
課
程
情
報
科

山
口
県
立
小
野
田

山
陽
小
野
田

本
校

学
科

夜
機
械
科

３
又

4
0

学
科
は
、
平
成
2
8
年

工
業
高
等
学
校

市
は
４

度
か
ら
生
徒
募
集
を

電
子
情

３
4
0

停
止
す
る

。

報
科

化
学
工

３
4
0

業
科
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学科

修業年

限

第１学

年生徒

定員○

昼夜

の別

学科

修業

年限

第１学

年生徒

定員○

学科

第１学

年生徒

定員○

学科

修業

年限

第１学

年生徒

定員○

（略）

普通科 3 240

理数科 3 40

坂上分

校

普通科 3 30

広瀬分

校

普通科 3 25

（略）

山口県立高森高

等学校

岩 国 市 本　校 普通科 3 105

（略）

生物生

産科

3 35

食品科

学科

3 35

環境土

木科

3 35

機械制

御科

3 35

（略）

普通科 3 35

ライフ

デザイ

ン科

3 35

普通科 3 280

理数科 3 40

徳山北

分校

普通科 3 30

鹿野分

校

普通科 3 30

山口県立新南陽

高等学校

周 南 市 本　校 普通科 3 145

（略）

山口県立防府西

高等学校

防 府 市 本　校

総合学

科

3 160

（略）

本　校

40

３又

は４

普通科

備　　   　考

専    攻    科全 日 制 課 程 定 時 制 課 程

岩 国 市

通信制課程

本校又

は分校

の別

本　校

学 校 の 名 称 学校の位置

山口県立岩国高

等学校

山口県立熊毛北

高等学校

周 南 市 本　校

山口県立徳山高

等学校

山口県立田布施

農工高等学校

周 南 市

本　校 夜

熊毛郡田布

施町

新旧対照表

改 正 案

別表（第２条関係）

１ 高等学校編制表
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現 行

別表（第２条関係）

１ 高等学校編制表

（略）

（略）

（略）

（略）

（略）

（略）
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（略）

普通科 3

 　200

うち40

は、体

育コー

スの生

徒の定

員とす

る。

総合ビ

ジネス

科

3 40

情報処

理科

3 40

（略）

機械科 3 40

情報科

学科

3 －

電子情

報科

3 40

化学工

業科

3 40

（略）

山口県立豊浦高

等学校

下 関 市 本　校 普通科 3 180

（略）

山口県立下関南

高等学校

下 関 市 本　校 普通科 3 140

山口県立響高等

学校

下 関 市 本　校 普通科 3 70

全日制課程情報科

学科は、平成28年

度から生徒募集を

停止する。

山口県立小野田

工業高等学校

山陽小野田

市

本　校 夜

山口県立西京高

等学校

山 口 市 本　校

機械科

３又

は４

40

（略）

機械・

造船科

3 －

建築科 3 －

土木科 3 －

化学工

業科

3 －

機械科 3 －

電気科 3 －

電子科 3 －

機械工

学科

3 80

電気工

学科

3 70

建設工

学科

3 40

応用化

学工学

科

3 35

普通科 3 90 航海科 2

生物生

産科

3 25

生活科

学科

3 25

海洋技

術科

3 25

海洋科

学科

3 25

（略）

下 関 市 本　校

10

2機関科

全日制課程機械・

造船科、建築科、

土木科及び化学工

業科は、平成28年

度から生徒募集を

停止する。

山口県立下関工

業高等学校

下 関 市 本　校 夜 機械科

３又

は４

－

全日制課程機械

科、電気科及び電

子科並びに定時制

課程機械科は、平

成28年度から生徒

募集を停止する。

山口県立下関中

央工業高等学校

山口県立下関工

科高等学校

下 関 市 本　校 夜 機械科

３又

は４

40

山口県立大津緑

洋高等学校

長 門 市 本　校

大津校舎、日置校

舎及び水産校舎を

置く。

改 正 案

別表（第２条関係）

１ 高等学校編制表
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現 行

別表（第２条関係）

１ 高等学校編制表

（略）

（略）

（略）

（略）

（略）

（略）
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学　校　の　名　称 学 校 の 位 置 本校又は分校の別 修業年限 第１学年生徒定員

山口県立高森みどり中学校 岩 国 市 本　　　　校 3 50

備　　　　　　考

（略）

普通科 3 －

生物資

源科学

科

3 －

本　校

阿武郡阿武

町

山口県立奈古高

等学校

全日制課程普通科

及び生物資源科学

科は、平成28年度

から生徒募集を停

止する。

前期課程

第１学年

生徒定員

学　科

第４学年

生徒定員

山口県立下関中等教育学校 下 関 市 本     校 6 105 普通科 120

学　校　の　名　称

後期課程

本校又は分校

の別○○○○

修業年限 備　　　　　　考学校の位置

改 正 案

別表（第２条関係）

１ 高等学校編制表

別表（第２条関係）

２ 中学校編制表

別表（第２条関係）

３ 中等教育学校編制表
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現 行

別表（第２条関係）

１ 高等学校編制表

（略）

別表（第２条関係）

２ 中学校編制表

別表（第２条関係）

３ 中等教育学校編制表
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議案第３号 参考資料

山口県立高等学校等の管理に関する規則の一部を改正する規則の制定について

１ 改正の趣旨

平成２８年度の山口県公立高等学校の入学定員の策定等に伴い、同規則の別表の１、

２及び３の一部を改正するもの。

２ 改正の内容

（１） 別表の１のうち、以下の事由に伴い、関係学校の第１学年生徒定員等を改める。

・下関工科高等学校の開校

・小野田工業高等学校の学科改編

・岩国高等学校広瀬分校等の入学定員の変更

（２） 別表の２及び３のうち、入学定員の変更に伴い、関係学校の第１学年生徒定員

を改める。

３ 施行期日

平成２８年４月１日
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報告事項

番号 件　　　　　名 主　管　課

1
平成２８年度(2016年度)山口県公立学校教員採用候補者選考試験（第二
次試験）の選考結果について

教 職 員 課

2 平成２７年度人事委員会勧告の概要について 教 職 員 課

3
県立高校再編整備計画の策定について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※別冊資料

高 校 教 育 課

4
平成２８年度山口県立中等教育学校及び中学校入学者選抜実施要領及び
入学者募集要項並びに選考検査問題作成方針について

高 校 教 育 課

5
「やまぐち型地域連携教育」に係る優良「地域協育ネット」等表彰につ
いて

社 会 教 育 ・
文 化 財 課

6
平成２６年度児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題におけるいじめ
の現状について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※別冊資料

学校安全・体育課
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報告事項１ 

 

 

平成２８年度(2016 年度)山口県公立学校教員採用候補者選考試験 

（第二次試験）の選考結果について 

 

このことについて、下記のとおりお知らせします。 
 

記 
 

１ 概 要                                     ※（    ）は昨年度、＊は募集なし  

  第二次試験は、志願者 1,580 人(1,599 人)のうち、第一次試験合格者 631 人(608 人)及

び第一次試験免除者 162 人(165 人)を対象に実施し、このうち、761 人(753 人)が受験し

ました。選考の結果、410 人(387 人)を採用候補者名簿の登載予定者としました。 

最終倍率は全体で 3.6 倍(3.9 倍)となり、選考区分、志願区分別の採用候補者名簿登

載予定者数及び最終倍率は、次のとおりです。 

 

選考区分・志願区分  名簿登載予定者数 最終倍率 

一般選考  
 

社会人特別選考  
 
スポーツ・芸術特別選考  
 
山口県教師力向上プログ
ラム修了者特別選考 
 
博士号取得者特別選考  
 
看護科教諭特別選考  

小  学  校    200人 (199人) 2.2倍 ( 2.2倍) 

中  学  校    96人 ( 94人) 4.7倍 ( 5.0倍) 

高等学校    78人 ( 60人) 5.7倍 ( 7.4倍) 

計  374人 (353人) 3.5倍 ( 3.8倍) 

特別支援学校小学部    4人 (  4人) 5.3倍 ( 5.0倍) 

特別支援学校中学部    4人 (  4人) 3.8倍 ( 4.3倍) 

特別支援学校高等部    4人 (  5人) 4.5倍 ( 3.8倍) 

計     12人 ( 13人) 4.5倍 ( 4.3倍) 

養護教諭     22人 ( 21人) 4.4倍 ( 4.6倍) 

合   計  408人 (387人) 3.6倍 ( 3.9倍) 

身体障害者を対象とした選考     2人 (  0人) 1.5倍 ( －倍) 

身体障害者を対象とした選考を含む合計  410人 (387人) 3.6倍 ( 3.9倍) 

 ※詳細は別紙「平成 28 年度山口県公立学校教員採用候補者選考試験の選考結果」参照 
 

名簿登載予定者数のうち、社会人特別選考による者は、小学校０人（１人）、中学校４人 

（０人）、高等学校０人（０人）、スポーツ・芸術特別選考は、中学校２人（１人）、高等 

学校１人(０人)、山口県教師力向上プログラム修了者特別選考は、２６人（＊）、博士号取

得者特別選考は、０人（２人）、看護科教諭特別選考は、高等学校１人（１人）でした。   
 

２ 採用について 

  採用については、平成２８年度(2016 年度)山口県公立学校教員採用候補者名簿に登載

された者の中から必要に応じて決定します。 
 

３ その他 

  採用予定者が自信と熱意をもって４月からの教職生活をスタートすることができるよ 

う、採用予定者を対象に着任するまでの心構え等について学ぶ研修を１２月２７日(日)、 

２８日(月)に実施します。 
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資　料 平成28年度山口県公立学校教員採用候補者選考試験の選考結果
１　選考区分・志願区分別の受験状況及び採用候補者名簿登載予定者数 （　　　）は昨年度　　＊は募集なし

（１）選考区分・志願区分別の受験状況及び採用候補者名簿登載予定者数

受験者数② 合格者数③
※3

倍率②/③ 受験者数④
※3

登載予定者数⑤
※3

倍率④/⑤

460 38 393 229 1.7 254 200 1.3 2.2
(459) (41) (393) (222) (1.8) (256) (199) (1.3) (2.2)
480 51 399 178 2.2 219 96 2.3 4.7
(500) (64) (403) (166) (2.4) (223) (94) (2.4) (5.0)
478 55 386 168 2.3 214 78 2.7 5.7
(480) (48) (396) (160) (2.5) (202) (60) (3.4) (7.4)

1,418 144 1,178 575 2.0 687 374 1.8 3.5
(1,439) (153) (1,192) (548) (2.2) (681) (353) (1.9) (3.8)

23 1 20 10 2.0 11 4 2.8 5.3
(20) (1) (19) (9) (2.1) (10) (4) (2.5) (5.0)
15 3 12 6 2.0 9 4 2.3 3.8

(17) (4) (13) (6) (2.2) (10) (4) (2.5) (4.3)
19 3 15 8 1.9 11 4 2.8 4.5

(19) (2) (17) (10) (1.7) (12) (5) (2.4) (3.8)
57 7 47 24 2.0 31 12 2.6 4.5

(56) (7) (49) (25) (2.0) (32) (13) (2.5) (4.3)
102 10 86 30 2.9 40 22 1.8 4.4
(103) (5) (92) (35) (2.6) (40) (21) (1.9) (4.6)

1,577 161 1,311 629 2.1 758 408 1.9 3.6
(1,598) (165) (1,333) (608) (2.2) (753) (387) (1.9) (3.9)

3 1 2 2 1.0 3 2 1.5 1.5
(1) (0) (1) (0) - (0) (0) - -

1,580 162 1,313 631 2.1 761 410 1.9 3.6
(1,599) (165) (1,334) (608) (2.2) (753) (387) (1.9) (3.9)

（２）　社会人特別選考の状況（上表(１)の内数）

受験者数 合格者数 受験者数 登載予定者数

0 0 0 0 0 0
(1) (0) (1) (1) (1) (1)
11 0 11 7 7 4
(6) (0) (5) (1) (1) (0)
5 0 3 2 1 0
(5) (0) (4) (3) (2) (0)
16 0 14 9 8 4

(12) (0) (10) (5) (4) (1)

（３）　スポーツ・芸術特別選考の状況（上表(１)の内数）

受験者数 合格者数
※

受験者数
※

登載予定者数
※

9 2 7 3 5 2
(6) (0) (6) (4) (4) (1)
15 0 15 2 2 1

(10) (1) (7) (2) (3) (0)
24 2 22 5 7 3

(16) (1) (13) (6) (7) (1)
※　第一次試験合格者数、第二次試験受験者数及び登載予定者数には、第二志願で合格した者を含む。

（４）　山口県教師力向上プログラム修了者特別選考の状況（上表(１)の内数）

受験者数 合格者数 受験者数 登載予定者数

27 0 27 26 26 26
(*) (*) (*) (*) (*) (*)

（５）　博士号取得者特別選考の状況（上表(１)の内数）

受験者数 合格者数 受験者数 登載予定者数

0 0 0 0 0 0
(3) (0) (3) (3) (2) (2)

（６）　看護科教諭特別選考の状況（上表(１)の内数）

受験者数 合格者数 受験者数 登載予定者数

3 1 2 1 2 1
(2) (0) (2) (2) (2) (1)

選考区分・志願区分 志願者数
内第一次試験
免除者数①

※1

第 一 次 試 験 第 二 次 試 験　※2 最終倍率
(①＋②)/⑤

一
般
選
考
、

特
別
選
考
（

社
会
人
、

ス
ポ
ー

ツ
・
芸
術
、

　
　
　
　
　
 
 
 
教
師
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
者
、

　
　
　
　
　
 
 
 
博
士
号
取
得
者
、

看
護
科
教
諭

)

小    学    校

中    学    校

高  等  学  校

計

特別支援学校小学部

特別支援学校中学部

特別支援学校高等部

計

養  護  教  諭

合　　計

身体障害者を対象とした選考

身体障害者を対象とした選考
を含めた合計

※1　前年度採用選考試験第二次試験の総合評価ランクがＡ又はＢの者及び他県における本採用教員で、平成27年3月31日現在、3年以上の勤務経験
　 （志願区分(校種等)の教科と同一の勤務経験）を有する者は、第一次試験を免除している。
※2　第二次試験は、第一次試験免除者（①）及び第一次試験合格者（③）を対象に実施した。
※3　第一次試験合格者数、第二次試験受験者数及び登載予定者数には、第二志願で合格した者を含む。

志　願　区　分 志願者数
内第一次試験
免除者数

第一次試験 第 二 次 試 験

小    学    校

中    学    校

高  等  学  校

計

志　願　区　分 志願者数
内第一次試験
免除者数

  第 一 次 試 験 第 二 次 試 験

中    学    校

高  等  学  校

計

  第 一 次 試 験

志　願　区　分 志願者数
内第一次試験
免除者数

  第 一 次 試 験 第 二 次 試 験

小　　学　　校

第 二 次 試 験
志　願　区　分 志願者数

高　等　学　校

内第一次試験
免除者数

  第 一 次 試 験 第 二 次 試 験

高　等　学　校

志　願　区　分 志願者数
内第一次試験
免除者数
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（　　）は昨年度　　  ＊ は募集なし

38 (41) 1 (0) 15 (13) 1 (0) 2.5 (3.2)
76 (80) 4 (2) 16 (10) 1 (0) 4.8 (8.0)
77 (92) 2 (1) 15 (18) 0 (0) 5.1 (5.1)
31 (37) 0 (0) 14 (16) 0 (0) 2.2 (2.3)
28 (28) 0 (0) 0 (0) 4 (5) 0 (0) 0 (0) 7.0 (5.6)
18 (18) 0 (0) 0 (0) 2 (3) 0 (0) 0 (0) 9.0 (6.0)

109 (80) 1 (1) 9 (6) 14 (10) 0 (0) 2 (1) 7.8 (8.0)
8 (9) 3 (1) 2 (2) 2 (0) 4.0 (4.5)

10 (12) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 10.0 (12.0)
55 (70) 0 (0) 13 (16) 0 (0) 4.2 (4.4)

450 (467) 11 (5) 9 (6) 96 (94) 4 (0) 2 (1) 4.7 (5.0)
47 (41) 0 (0) 11 (6) 0 (0) 4.3 (6.8)

世 界 史 14 (16) 0 (0) 1 (2) 0 (0) 14.0 (8.0)
日 本 史 28 (24) 0 (0) 2 (2) 0 (0) 14.0 (12.0)
地　 　理 14 (11) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 14.0 (11.0)
倫　　 理 6 (4) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 6.0 (4.0)

政治・経済 8 (11) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 8.0 (11.0)
67 (61) 0 (1) 11 (9) 0 (0) 6.1 (6.8)

物　  　理 7 (5) 0 (0) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 0 (0) 7.0 (5.0)
化　　  学 15 (19) 0 (0) 0 (0) 3 (4) 0 (0) 0 (0) 5.0 (4.8)
生      物 24 (25) 0 (0) 0 (2) 7 (4) 0 (0) 0 (1) 3.4 (6.3)
地　　　学 1 (3) 0 (0) 0 (1) 1 (1) 0 (0) 0 (1) 1.0 (3.0)

67 (75) 0 (0) 15 (8) 2 (2) 0 (0) 1 (0) 33.5 (37.5)
音　　　楽 6 (6) 0 (0) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 0 (0) 6.0 (6.0)
美　　  術 8 (9) 0 (0) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 0 (0) 8.0 (9.0)
書　　　道 8 (5) 0 (0) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 0 (0) 8.0 (5.0)

42 (43) 0 (0) 13 (6) 0 (0) 3.2 (7.2)
7 (11) 0 (0) 2 (2) 0 (0) 3.5 (5.5)
5 (3) 0 (0) 3 (1) 0 (0) 1.7 (3.0)

農業畜産系 7 (4) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 7.0 (4.0)
農芸化学・食品系 3 (4) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 3.0 (4.0)
機  械  系 11 (9) 1 (1) 5 (2) 0 (0) 2.2 (4.5)
電　気  系 4 (6) 3 (1) 1 (1) 0 (0) 4.0 (6.0)

土木建築系 5 (5) 0 (0) 1 (2) 0 (0) 5.0 (2.5)
化学工業系 6 (7) 0 (0) 1 (1) 0 (0) 6.0 (7.0)

24 (28) 1 (1) 3 (3) 0 (0) 8.0 (9.3)
航 海 系 1 (1) 0 (0) 0 (1) 0 (0) - (1.0)
機 関 系 1 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) - -

食品・栽培系 2 (*) 0 (*) 1 (*) 0 (*) 2.0 (*)
3 (2) 1 (1) 3.0 (2.0)

＊ (6) ＊ (0) ＊ (1) ＊ (0) ＊ (6.0)
441 (444) 5 (4) 15 (8) 0 (3) 78 (60) 0 (0) 1 (0) 0 (2) 5.7 (7.4)

3 (2) 1 (1)
3 (5) 1 (1)
0 (1) 0 (0)
0 (1) 0 (1)
2 (0) 0 (0)
2 (0) 2 (0)
3 (3) 0 (1)
0 (0) 0 (0)
0 (2) 0 (0)
2 (3) 0 (0)

15 (17) 4 (4) 3.8 (4.3)
1 (0) 0 (0)

世 界 史 0 (0) 0 (0)
日 本 史 0 (0) 0 (0)
地　 　理 0 (0) 0 (0)
倫　　 理 0 (0) 0 (0)

政治・経済 1 (0) 0 (0)
1 (1) 0 (0)

物　  　理 0 (0) 0 (0)
化　　  学 0 (0) 0 (0)
生      物 0 (1) 0 (0)
地　　　学 0 (0) 0 (0)

10 (7) 2 (3)
音　　　楽 3 (2) 1 (0)
美　　  術 1 (1) 1 (0)

1 (0) 0 (0)
0 (1) 0 (1)
0 (0) 0 (0)

農業畜産系 0 (1) 0 (0)
農芸化学・食品系 0 (0) 0 (0)
機  械  系 0 (0) 0 (0)
電　気  系 0 (0) 0 (0)

土木建築系 0 (0) 0 (0)
化学工業系 0 (0) 0 (0)

0 (0) 0 (0)
＊ (2) ＊ (0)
＊ (3) ＊ (1)
18 (19) 4 (5) 4.5 (3.8)

２　中学校、高等学校、特別支援学校中学部及び高等部の採用候補者名簿登載予定者数の教科別内訳

校
種

教科・科目等

第一次試験受験者数（第一次試験免除者含む。） 名簿登載予定者数

最終倍率
Ａ／ＢＡ Ｂ

社会人
特別選考
（内訳）

スポーツ・芸術

特別選考
（内訳）

博士号取得者

特別選考
(内訳)

社会人
特別選考
（内訳）

スポーツ・芸術

特別選考
（内訳）

博士号取得者

特別選考
(内訳)

中
学
校

国 　　　   　語

社　　 　   　会

数   　　　　 学

理　　   　　 科

音　　　    　楽

美   　       術

保  健  体  育

技　　　　    術

家            庭

外国語（英語）

合            計

高
等
学
校

国 　　　   　語

地理歴史

公　民

数   　　　　 学

理　科

保  健  体  育

芸　術

外国語（英語）

家            庭

情　　　　　　報

農　業

工　業

商            業

水　産

看護(特別選考)

福　　　　　　祉

合            計

特
別
支
援
学
校

中
学
部

国 　　　   　語

社　　 　   　会

数   　　　　 学

理　　   　　 科

音　　　    　楽

美   　       術

保  健  体  育

技　　　　    術

家            庭

外国語（英語）

合            計

高
等
部

国 　　　   　語

地理歴史

公　民

数   　　　　 学

理　科

保  健  体  育

芸　術

外国語（英語）

理療（特別選考）

合            計

家            庭

情　　　　　　報

農　業

工　業

商            業

福　　　　　　祉
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平成２８年度山口県立中等教育学校及び中学校入学者選抜実施要領及び入学者募集
要項並びに選考検査問題（記述式の課題１及び記述式の課題２）作成方針について

１ 実施要領及び募集要項並びに選考検査問題（記述式の課題１及び記述式の課題２）作成方
針の概要について

（１）実施要領
応募資格、入学定員、出願の手続、選考検査の実施期日・日程・方法、選抜の方法、

入学予定者の手続、補欠入学、願書及び調査書の様式・記入例等、入学者選抜に関し必
要な事項を定めたもの

（２）募集要項
実施要領記載事項のうち、志願者が出願する際に必要となる事項を中心に示したもの

（３）選考検査問題（記述式の課題１及び記述式の課題２）作成方針
選考検査問題（記述式の課題１及び記述式の課題２）を作成するに当たっての方針を

定めたもの

２ 実施要領の要点について
（１）応募資格

保護者（児童に対して親権を行う者をいい、親権を行う者のないときは、未成年後見
人をいう。）の住所が県内にある者で、平成２８年３月に小学校等を卒業する見込みのも
の

（２）入学定員
山口県立下関中等教育学校 １０５人
山口県立高森みどり中学校 ５０人

（３）日 程
ア 出願の期間 平成28年１月４日（月）から１月７日（木）午後５時まで
イ 選考検査の実施日 平成28年１月16日（土）
ウ 入学予定者の発表 平成28年１月27日（水）午後４時にそれぞれの学校に掲示する。

受検者全員に郵送で通知する。
（４）出願の手続

志願者は、次に掲げる書類等を提出する。
ア 入学及び選考検査受検願書
イ 調査書
ウ 受検票を送付するための封筒

（５）選考検査の方法
ア 面 接（個人面接）
イ 記述式の課題１及び記述式の課題２（資料をもとに考えたこと等を問う。）

（６）選考検査管理委員会
山口県立中等教育学校及び中学校に校長を長とする選考検査管理委員会を置き、厳正を

期する。
（７）選 抜

山口県立中等教育学校長及び中学校長は、調査書及び選考検査の結果により、入学予
定者を選抜する。

（８）入学予定者の手続
ア 入学意思確認書の提出
イ 入学予定者証明書の交付
ウ 市町教育委員会への届出 等

（９）補欠入学等
入学予定者とならなかった者の中から補欠入学予定者を決定し、入学意思を確認した上、

入学予定者に充てる。
補欠入学を実施する期間は、平成28年２月19日（金）までとする。

３ 入学者選抜説明会について
小学生・保護者を対象とした入学者選抜説明会を両校で実施する。

・山口県立下関中等教育学校 平成27年10月31日（土）午前９時30分から午前11時30分まで
・山口県立高森みどり中学校 平成27年11月７日（土）午前８時50分から午前11時50分まで

報告事項４
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平成２８年度山口県立中等教育学校及び中学校入学者選抜のための

選考検査問題（記述式の課題１及び記述式の課題２）作成方針

６年間にわたる中高一貫教育の中で、多様な教育活動に意欲的に取り組むこと

ができる児童を選抜するために、小学校の学習内容を踏まえ、次の点に留意して

記述式の課題による検査問題を作成するものとする。

１ 資料をもとに考えたこと等を問う内容とする。

２ 自ら課題を見つけ、筋道を立てて考え解決しようとする態度や能力等を

総合的にみることができるような出題に努める。

３ 一人ひとりの児童の意欲や発想の豊かさ等をみることができる内容を出題

するよう心がける。
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意見交換

番号 件　　　　　名 主　管　課

1 インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進について
特 別 支 援
教 育 推 進 室
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〔移動教育委員会会議 意見交換会資料〕 

                               平成 27年 10月 28日 

                                  特別支援教育推進室 

１ 国の障害者施策 

（１） 障害者の権利に関する条約（障害者権利条約 H26.1 締結） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システムの構築のための特別支援教

育の推進（報告）（H24.7 中央教育審議会初等中等教育分科会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法 H28.4施行） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進について 

≪目的≫ 

○ 障害者の人権・基本的自由の享有の確保 

○ 障害者の固有の尊厳の尊重の促進 

 

≪第二条 定義（抜粋）≫ 

「合理的配慮」とは、障害者が他の者との平等を基礎として全ての人権及び基

本的自由を享有し、又は行使することを確保するための必要かつ適当な変更及び

調整であって、特定の場合において必要とされるものであり、かつ、均衡を失し

た又は過度の負担を課さないものをいう。 

 

≪第二十四条 教育（抜粋）≫ 

１ 締約国は、教育についての障害者の権利を認める。締約国は、この権利を

差別なしに、かつ、機会の均等を基礎として実現するため、障害者を包容する

あらゆる段階の教育制度（inclusive education system at all levels）及び

生涯学習を確保する。（～中略～）  

２ 締約国は、１の権利の実現に当たり、次のことを確保する。（～中略～）  

 (c) 個人に必要とされる合理的配慮（reasonable accommodation）が提供さ

れること。 （～中略～） 

障害者権利条約によれば、インクルーシブ教育システムとは、人間の多様性の尊重

等の強化、障害者が精神的及び身体的な機能等を最大限度まで発達させ、自由な社会

に効果的に参加することを可能とするとの目的の下、障害のある者と障害のない者が

共に学ぶ仕組みであり、障害のある者が一般的な教育制度から排除されないこと、自

己の生活する地域において初等中等教育の機会が与えられること、個人に必要な「合

理的配慮」が提供される等が必要とされている。 

（行政機関等における障害を理由とする差別の禁止） 

第七条 行政機関等は、その事務又は事業を行うに当たり、障害を理由として障害

者でない者と不当な差別的取扱いをすることにより、障害者の権利利益を侵

害してはならない。 

２ 行政機関等は、その事務又は事業を行うに当たり、障害者から現に社会的

障壁の除去を必要としている旨の意思の表明があった場合において、その実

施に伴う負担が過重でないときは、障害者の権利利益を侵害することとなら

ないよう、当該障害者の性別、年齢及び障害の状態に応じて、社会的障壁の

除去の実施について必要かつ合理的な配慮をしなければならない。 
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２ インクルーシブ教育システム理解促進事業（H27） 

（１） 「特別支援教育フォーラム」の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 「合理的配慮協力員」の配置（７中学校区に各 1名配置） 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  障害のある子どもと障害のない子どもが共に学ぶインクルーシブ教育システムの

構築に向けて、学校・家庭・地域が一体となり、地域の教育力の向上を図ることの

できるコミュニティ・スクールと連携した特別支援教育フォーラムを開催すること

により、地域の方の特別支援教育への理解の促進を図る。 

＜開催日・会場＞   

県 央 部：７月２６日（日） 県セミナーパーク 

県 東 部：８月２９日（土） シンフォニア岩国 

県 西 部：８月３０日（日） 海峡メッセ下関 

＜参加人数＞     

３会場計：約５００人 

障害のある子どもに対して、その状況に応じて提供する「合理的配慮」の実践事

例の蓄積及び、適切な「合理的配慮」のための校内体制の整備等についての実践研

究を行う。 
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■ 合理的配慮の例示（文部科学省） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 総合支援学校へのコミュニティ・スクール設置に向けた検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会）の指定状況（H27.4.1現在） 

 

順位 

 

都道府県 

 

指定校数 

内  訳 

幼稚園 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 

１ 山口県 ４０７ ０ ２６４ １４３ ０ ０ 

２ 東京都 ２６２ ０ １７８ ８４ ０ ０ 

３ 京都府 ２５２ １２ １８２ ５１ ０ ７ 

４ 岡山県 １７４ ５１ ８４ ３８ １ ０ 

５ 神奈川県 １４１ １ ９５ ４２ ２ １ 

  ※コミュニティ・スクール指定校数 2,389 校（44都道府県内、235 市区町村で導入） 

学校・家庭・地域が一体となり、地域における特別支援教育の推進を図ることが

できるコミュニティ・スクールの設置に向けた検討を行う。 
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３ 「交流及び共同学習」の意義 

   特別支援学校や特別支援学級に在籍する障害のある児童生徒等にとっても、障害の

ない児童生徒等にとっても、共生社会の形成に向けて、経験を広め、社会性を養い、

豊かな人間性を育てる上で、大きな意義を有するとともに、多様性を尊重する心を育

むことができる。【「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のた

めの特別支援教育の推進（報告）」H24.7中央教育審議会初等中等教育分科会】 

 

４ 取組の方向性 

  ○小・中学校の学校運営協議会を活用した特別支援教育の取組 

   ・学校運営協議会での協議を通した、校内及び地域における特別支援教育の理解促

進を図る上での課題の確認・共有  

   ・特別支援教育フォーラムに参加いただいた学校運営協議会委員（学校運営協議会）

の企画による、保護者や地域の方々を対象とした研修会の実施 

    （例）手話研修会、疑似体験（アイマスク、車椅子等）、障害についての研修会 

  ○「合理的配慮協力員」による実践事例の蓄積と共有 

   ・障害種別の合理的配慮の内容の整理 

  ○総合支援学校へのコミュニティ・スクール設置の検討 

   ・コミュニティ・スクール設置に向けた「検討協議会」を７校に設置 

   ・学校運営協議会委員の選定の検討 

  ○「交流及び共同学習」の推進 

   ・学校、市町教育委員会への意義等についての周知・指導  

   ・各学校のＷｅｂページ等による地域への情報発信 

・県教委によるリーフレットの作成と各学校への配付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜特別支援学校学習指導要領＞ 

 障害のある子どもと障害のない子どもが一緒に参加する活動は，相互の触れ合いを

通じて豊かな人間性をはぐくむことを目的とする交流の側面と，教科等のねらいの達

成を目的とする共同学習の側面があるものと考えられる。 

 「交流及び共同学習」とは，このように両方の側面が一体としてあることをより明

確に表したものである。したがって，この二つの側面を分かちがたいものとしてとら

え，推進していく必要がある。 
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【参考資料】障害者の権利に関する条約（障害者権利条約 H26.1批准） 

 

≪目的≫ 

○ 障害者の人権・基本的自由の享有の確保 

○ 障害者の固有の尊厳の尊重の促進 

 

≪第二条 定義（抜粋）≫ 

「合理的配慮」とは、障害者が他の者との平等を基礎として全ての人権及び基

本的自由を享有し、又は行使することを確保するための必要かつ適当な変更及び

調整であって、特定の場合において必要とされるものであり、かつ、均衡を失し

た又は過度の負担を課さないものをいう。 

 

≪第二十四条 教育（抜粋）≫ 

１ 締約国は、教育についての障害者の権利を認める。締約国は、この権利を

差別なしに、かつ、機会の均等を基礎として実現するため、障害者を包容する

あらゆる段階の教育制度（inclusive education system at all levels）及び

生涯学習を確保する。当該教育制度及び生涯学習は、次のことを目的とする。  

(a) 人間の潜在能力並びに尊厳及び自己の価値についての意識を十分に発達

させ、並びに人権、基本的自由及び人間の多様性の尊重を強化すること。  

(b) 障害者が、その人格、才能及び創造力並びに精神的及び身体的な能力をそ

の可能な最大限度まで発達させること。  

(c) 障害者が自由な社会に効果的に参加することを可能とすること。  

２ 締約国は、１の権利の実現に当たり、次のことを確保する。  

(a) 障害者が障害に基づいて一般的な教育制度から排除されないこと及び障

害のある児童が障害に基づいて無償のかつ義務的な初等教育から又は中等

教育から排除されないこと。  

(b) 障害者が、他の者との平等を基礎として、自己の生活する地域社会におい

て、障害者を包容し、質が高く、かつ、無償の初等教育を享受することがで

きること及び中等教育を享受することができること。  

(c) 個人に必要とされる合理的配慮（reasonable accommodation）が提供され

ること。  

(d) 障害者が、その効果的な教育を容易にするために必要な支援を一般的な教

育制度の下で受けること。  

(e) 学問的及び社会的な発達を最大にする環境において、完全な包容という目

標に合致する効果的で個別化された支援措置がとられること。  
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